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要介護認定申請区分

新型コロナウイルスによる感染が広がる中、

外出の自粛が要請され、生活が不活発になり、心身機能が低下する高齢者が増えています。

町では、令和2年度の要介護認定の新規申請割合が高くなっています。

新規申請者のうち、軽度認定者（要支援１、要支援２）の申請理由で特に多いのが「足の力」の低下でした。

虚弱度

自
立
度

回復させることが
できます！

令和元年

令和２年 新規申請
更新申請
区分変更申請
介護申請
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コロナに負けずフレイルを予防しよう！

軽度認定者

要支援1，2の方の申請理由

（※R2新規申請者のうち）

・ 歩行が不安定になった

・ 足の力が衰えてきた

・ 転倒することが増えた

・ 身体機能の低下

・ 体力低下

・ 認知機能の低下

・ 意欲低下　

　フレイル状態を続けていると、心身の機能が低下するとともに体力も

低下、風邪などの比較的軽い病気などのストレスに心身が耐えられず、

要介護状態につながってしまいます。

　しかし、フレイル状態に早く気づき対応することで、健康に近い状態へ

改善したり、要介護状態に至る可能性を抑制できます。　
　病気や骨折で身体の状態が

大きく変化したためではなく

加齢による運動不足等により

心身が老い衰えた状態を 「フ

レイル」といいます。

79件 133件
30.5% 

85件　
38.6％

51.4% 

85件
38.6% 

33件
12.7% 

37件
16.9% 

14件
5.4% 

13件
5.9% 

フレイルとは



『指輪っかテスト』で自己チェックをしてみよう。

・ゴムバンドの配布

・筋力向上体操の普及啓発

・筋力測定器の設置 等

今後の

予定
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巣ごもり等で心身が老い衰えた状態「フレイル」をやっつけろ！

　フレイル状態は、自分でも気が付かないうち

に進行していきます。自分の今の状態を知るこ

とも介護予防の取組です。フレイルの大きな要

因のひとつであるサルコペニア「筋肉量の低下」

の状態になっていないか、各自でチェックをして

みましょう。

サルコペニアとは…　

・加齢や疾患により、筋肉量が減少することで全身の筋

力低下が起きること。

・歩くスピードが遅くなる、杖や手すりが必要になるなど、

身体機能の低下が起きること。

　ふくらはぎの太さを測ることで、身体全体の筋肉量のおお

よそを知ることができます。親指と人差し指で指輪っかを

つくり、ふくらはぎの最も太い部分を囲みます。人差し指が

届いて、隙間ができた場合はサルコペニアの可能性が高い

といえます。

フレイルチェックをしてみよう！

フレイルを予防しよう！

出典：東京大学高齢社会総合研究機構・飯島勝也 「フレイル予防ハンドブック」 から引用

筋力低下
筋肉量の低下

（サルコペニア）

フレイルの
原因

フレイル予防に
大切な

「3つの柱」

低栄養 身体機能の

低下

活動量の

低下
食欲の低下

　 町では、フレイル予防対策として様々な取り組みを計画しています。とう

えいチャンネル等を通じてお知らせしますので、ぜひご参加ください。まだ

しばらくはコロナ禍での生活が続きます。感染症予防を行いながら、「自分

で」 「友人と」 「地域で」 フレイル予防に取り組み、健康でいきいきとした

生活を続けられるよう頑張りましょう。

　フレイル状態を予防するためには、

「3つの柱」を自分の生活の中に取り

入れることが大切です。ひとつでも

かけてしまうとフレイル状態の悪循

環を断ち切ることができません。こ

の機会に自分の身体や生活を見直

し、フレイル予防に取り組みましょう。

栄養

身体活動 社会参加

バランスの良い食事を

摂りましょう！食べるために

お口の健康を保つ

ことも大切です。

趣味やボランティア

活動、地域の交流会に

参加しましょう！

しっかり歩きましょう！

ストレッチや体操に

取り組みましょう！

東栄町なら

東栄町なら

東栄町なら

おいでん家で
ワイワイ
お話しするのも
おすすめです。

配食サービスの
利用もおすすめです。

水中・健康運動
教室の参加も
おすすめです。

ゴムバンドを
使った運動 筋力向上体操



42億5,249万円
歳入
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一
般
会
計
の
歳
入
決
算
総
額
は
42
億

５
，
２
４
９
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
５
億

３
，
２
１
８
万
円
の
減
、
歳
出
決
算
総
額
は

39
億
９
，
０
５
５
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

６
億
１
，７
６
４
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
を
引
い
た
実
質
収
支

は
、
１
億
７
，
６
２
３
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

● 

歳
　
入

　

自
主
財
源
の
う
ち
、
町
税
は
㕲
.
７
%
減

少
し
、
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は

㕴
.
５
%
増
と
な
り
ま
し
た
。
自
主
財
源
は

全
体
の
約
５
分
の
１
で
あ
り
、
依
存
型
の
財

政
構
造
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

各
種
事
業
へ
の
補
助
金
等
に
よ
り
、
国
庫

支
出
金
は
3
4
6
.
9
％
増
、
県
支
出
金
は

㕱
.
６
%
増
と
な
り
ま
し
た
。

● 

歳
　
出

　

総
務
費
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
は
東
栄
病

院
特
別
会
計
廃
止
に
伴
う
清
算
金
を
財
政

調
整
基
金
へ
積
み
立
て
を
し
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
同
様
の
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と

が
大
き
く
影
響
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
す
る
事
業
の
追
加
が
あ
り
ま

し
た
が
3
９
.
６
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
費
に
つ
い
て
は
、
防
災
行
政
無
線

整
備
に
関
す
る
事
業
費
お
よ
び
、
Ｓ
ア
ラ

ー
ト
シ
ス
テ
ム
整
備
工
事
な
ど
に
よ
り
、

㕵
.
６
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
費
は
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
多

く
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
リ
モ
ー

ト
授
業
対
応
の
た
め
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

整
備
や
電
子
黒
板
整
備
、
感
染
予
防
の
た

め
の
ト
イ
レ
改
修
な
ど
多
数
の
事
業
を
行

い
２
３
.
８
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
費
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
中

に
発
生
し
た
災
害
に
つ
い
て
は
工
事
が
完

了
せ
ず
繰
越
明
許
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、

５
０
.
９
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
の
概
要

◆決算の概要 

◆一般会計決算の状況

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

ӠᄤӠ会Ӡ計ࡴ

Å๑ࣅ༳ࡔโಾ֥֭֞׀Ւ஽計֋஽֩׎փᆪ分֋ցֽ֘׉Փ

特
別
会
計

஽Ӡ計

39ࣳ9ӶӺӿӿቮࣅ

3ࣳԁӶ6ӺӼቮࣅ

ӻࣳӼӶ643ቮࣅ

ӻࣳӿӶԁ64ቮࣅ

ӻࣳӼӶӼӿӿቮࣅ

3ӶӺӼ4ቮࣅ

ӿࣳӿӶӺ4ԁቮࣅ

㕰ࣅ

ӿ3ࣳӿӶ394ቮࣅ

差　　引

Ӽࣳ6Ӷӻ94ቮࣅ

ӿ96ቮࣅ

ӻ4Ӽቮࣅ

ӼӶԂԁ9ቮࣅ

ӻӶӻ63ቮࣅ

4ӻ3ቮࣅ

ӻӶ646ቮࣅ

Ӽӿቮࣅ

3ࣳ3ӶӺ63ቮࣅ

4ӼࣳӿӶӼ49ቮࣅ

3ࣳԂӶӻ99ቮࣅ

ӻࣳӼӶԁԂ6ቮࣅ

ӻࣳԂӶ644ቮࣅ

ӻࣳ3Ӷ4ӻ9ቮࣅ

3Ӷ43ԁቮࣅ

ӿࣳ6Ӷ694ቮࣅ

Ӽӿቮࣅ

ӿ6ࣳԂӶ4ӿԁቮࣅ

国 ኁ ଌ அ ᇱ ଩

ଢ଼ৼஸ፼ೄ࡭ፑ

৊ ࡟ ෯ ၗ

୰ ੢ ऀ ෯ ၗ

Ⴚ業ആጜჍ෯事業

東栄࡭ፑ״بװ՛

各 財 ౌ ત

総務費
ӻӺࣳӨ9ӻԁቮࣅ

ӡӼӿӸ3％Ӣ

町税
3ࣳӨԂ64ቮࣅ

ӡԁӸ3％Ӣ

繰越金
ӻࣳԁӶ64Ԃቮࣅ
ӡ4ӸӼ％Ӣ

ౚዿፍӨ
6Ӷ3ӿԁቮࣅ

ӡӻӸӿ％Ӣ

֭֜໢
3ࣳӨ634ቮࣅ

ӡԁӸӻ％Ӣ

地方交付税
ӻԁࣳ9ӶԁӺԁቮࣅ

ӡ4ӼӸ3％Ӣ

依存財源Ө
ԁ9Ӹ9％

自主財源
ӼӺӸӻ％

地方௸
ӿࣳԁӶӻ46ቮࣅ

ӡӻ3Ӹ4％Ӣ

ኁ生費
ӿࣳԁӶ649ቮࣅ

ӡӻ4Ӹ4％Ӣ

生費ࢸ
ӿࣳӻӶ334ቮࣅ

ӡӻӼӸ9％Ӣဘኪ費
ӼࣳӨӼԁԁቮࣅӡӿӸӻ％Ӣ

୰௸費
3ࣳ9Ӷ9ӻ4ቮࣅ

ӡӻӺӸӺ％Ӣ

教育費
Ӽࣳ6Ӷӻӻԁቮࣅ
ӡ6Ӹӿ％Ӣ

Ⴚ፟෯ౌ業費
Ӽࣳ9Ӷ9ԁ3ቮࣅ
ӡԁӸӿ％Ӣ

国庫支出金
6ࣳӿӶӼ9ӿቮࣅ
ӡӻӿӸ4％Ӣ

県支出金
ӼࣳӻӶԂӺӻቮࣅӡӿӸӻ％Ӣ

֭֜໢
ӻࣳӿӶԁ94ቮࣅӡ3Ӹԁ％Ӣ

消防費
ӿࣳӻӶӻӼԁቮࣅ
ӡӻӼӸԂ％Ӣ

᎕။費Ө
9ӻ6ቮࣅӡӺӸӼ％Ӣ

൒工費
ӻࣳ4ӶӿԂӻቮࣅӡ3Ӹԁ％Ӣ

災害復旧費
ӻӶ4ӻӺቮࣅӡӺӸ4％Ӣ

ਢ会費
4ӶԂ3ӿቮࣅӡӻӸӼ％Ӣ

決
算
を
報
告
し
ま
す

令
和
２
年
度

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
は
、
町
議
会
９
月
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳出
39億9,055万円
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「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
決
算
に
係
る
健
全

化
判
断
比
例
率
等
を
公
表
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
数

値
は
町
の
財
政
が
健
全
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

指
標
と
な
る
も
の
で
、
一
つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準

や
経
営
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合
に
は
、
財
政

健
全
化
計
画
や
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、
先
に
行
っ
た

大
型
公
共
事
業
や
統
合
簡
易
水
道
建
設
に
充
て

た
地
方
債
の
償
還
が
本
格
化
し
て
き
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、
平
成
28
年
度
よ
り
上
昇
を
続
け
て
い
ま

す
。
元
利
償
還
額
に
つ
い
て
は
当
面
の
間
増
加
し

て
い
く
見
込
み
で
あ
り
、
実
質
公
債
費
比
率
の
値

の
上
昇
も
続
き
ま
す
が
、
早
期
健
全
化
団
体
に
指

定
さ
れ
る
目
安
の
㕲㕵
％
ま
で
到
達
す
る
こ
と
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
か

ら
５
.
１
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
７
６
.
２
％
と
な
り
ま

し
た
。
地
方
交
付
税
と
い
っ
た
経
常
的
な
収
入
が

多
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
経
常
的
な
支
出
に
充
当

す
る
財
源
が
確
保
で
き
た
こ
と
が
要
因
だ
と
見
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
東
栄
医
療
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計

が
公
営
企
業
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
繰

出
金
が
統
計
整
理
上
経
常
経
費
か
ら
臨
時
経
費

に
改
め
ら
れ
た
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

安
定
し
た
財
政
運
営
を
し
て
い
く
た
め
に
も
、

経
常
的
な
支
出
に
つ
い
て
特
定
財
源
の
活
用
を
進

め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
支
出
の
内
容
の
見
直
し

や
縮
減
を
進
め
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

◆主な事業と決算額

◆
町
の
財
政
状
況

区　　分 事　業　名 決 算 額 事 業 の 成 果 内 容

支え合う健康福祉

のまちづくり

ሻఆ行政ኅ๦ஏශ事業

༌Ԁ಑ຳ合計画

ଢ଼期計画֭策定

㕸ӻӾቮࣅ

ӽࣳӼӶӼӻӽቮࣅ

豊かな文化と心を

育むまちづくり

安全・安心に暮ら

せるまちづくり 

協働による

まちづくり

Ꭱਾ化֖֞ࣴ௠֭改ೲ୿事֧3ӻӂ֭ࣆ୞׽׮ء՛מ؊՛״׮

ሰࣙ੼฾道ਕऑ༊֭ஏශב行փֽ֖֞Փ

令和元年度֊׈૫続֖֥取׉組֦גփ׊ሻఆ行政ኅ๦設ᅏ֭

ྫྷම方法֭ؠ״׭׼化ՒԢ؞ח՛֭ؕ׻׮׬׽整ᅏב行փֽ֖֞Փ

● 資金不足比率

簡 易 水 道 特 別 会 計

公共下水道事業特別会計

Ⴚ業ആጜჍ水事業特別会計

東栄医療״بװ՛特別会計

指　　標 東栄町 経営健全化基準

՛

՛

՛

՛

20.0

20.0

20.0

20.0

● 健全化判断比率

実 質 ฾ ಌ 比 率

ᎌଅ実質฾ಌ比率

実質公債費比率

൙ ጖ ᆟ ༶ 比 率

指　　標 令和2年度 早期健全化基準 財政再生基準

՛

՛

ӨӨԃӸӻ

՛

ӻӿӸӺ

20.0

ӼӿӸӺ

ӽӿӺӸӺ

20.0

30.0

ӽӿӸӺ

µ฾ಌ等֋֩փ場合֮զ⿜է֦表ಘ֖֥փֽ֘Փ µಃ金ᆊ໑֋֩փ場合֮զ⿜է֦表ಘ֖֥փֽ֘Փ

【用
語
の
解
説
】

平成Ӽԁ年度֪策定֔֞׋ຳ合計画֭๶期計画֋೸ፇ֘֒׊
֧֪ᄔփՒࢂ֌続֌本計画֭ב׉֎ֽ֤֠֘֕׀実ଵ֘׀֞׊Ւ
令和ӽ年度֊׈ԁ年度ֽ֦֭ଢ଼期計画ב策定ֽ֖֖֞Փ

東栄医療״بװ՛ӲंൺӴ

等基本設計Ք実౮設計
業ኃ࡙༛等

ස፟体ଫ交ጺ౮設֭
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◆主な地方創生臨時交付金事業

区　　分 事　業　名 決 算 額 事 業 の 成 果 内 容

感染拡大の影響を
受けている地域経済
や住民生活の支援
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ӽӼԂቮࣅ

新しい生活様式を

踏まえた地域経済

の活性化等への対応

及び、ポストコロナに

向けた経済構造の

転換・好循環の実現



問合せ

緊急通報システムの流れ

Copyright © 2021 株式会社シーモス All Rights Reserved.

利用者

緊急・相談・ペンダント通報 

センサー通報

シーモス
名古屋ベルセンター

広域災害時のバックアップ

通話状況により協力員に
確認依頼

協力員

利用者宅の
状況確認

※救急車要請時には、利用者情報を

　 同時に提供

　 (病歴・かかりつけ医・服用薬・鍵の

　 所持者・救助口） 等

救助出動

消防署

通話状況により消防署へ
出動依頼

親族等

自治体

関係先へ報告

シーモスグループ 
バックアップセンター 
本部ベルセンター
岡山ベルセンター

通 

報

状
況
確
認

希望者には人感赤外線センサーの設置も可能です
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緊急通報システムのお知らせ
町では、高齢者の方が独りでも自宅で安心して生活ができるための 

２４時間対応可能な緊急通報システム事業を行っています。

◇利用できる人はどんな人？

・ ６５歳以上の独り暮らしの人、もしくは６５歳以上のみの世帯の人

・ 家族と暮らしているが日中はおおむね８時間以上が独居となる６５歳以上の人

◇「緊急通報システム」ってなに？

◇どんな対応をしてくれるの？

◇いくらかかるの？

緊急通報システムは、受信センターにつながる装置をご自宅に設置し、どんな時でもボタンを押すだけで、

近所の人に連絡、救急車の出動を要請でき、万が一の際にとても活躍します。　

緊急時以外でも、受信センターからの安否確認コールで日常生活の見守りを行います。

・ ボタンを押す　　２４時間３６５日対応の受信センターに連絡　　状況に応じて“協力員”や “親族”への連絡

　 や “救急車の要請”をします。

・ 押さなくても看護師等が、日頃の体調の相談を聞いてくれます。

町が半分補助をし、個人負担は 『 １,５４０円（税込み）／月 』 です。

詳しくお聞きになりたい方や、お申し込みを希望される方は下記までご連絡ください。

住民福祉課　　☎７６・０５０３
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TOWN TOPICS
まちの話題

　８月２５日（水）、役場会議室で東栄町ハザードマップ作

成会議を開催しました。現在のハザードマップは作成から

約１０年が経過しているため、更新が必要となっていまし

た。今回、自主防災会、防災士の皆様のご協力をいただき、

新しいハザードマップの作成に着手しました。

　時間が経っても捨てずに見てもらえ、適切に避難が進

み、被害を少なくできるハザードマップを目指し、活発な

意見交換が行われました。

　各地区自主防災会で防災・減災対策に活用でき、町民

の防災意識向上の一助になり得る、ハザードマップの作

成に取り組みます。

ハザードマップ作成会議を開催
　町では、年齢性別に関わりなく、誰もが健やかに暮らし、

未来への橋渡しができる町を目指して、今年度新たに男

女共同参画計画を策定します。

　8月27日（金）に町の様々な業種の事業者からなる事

業部会と複数年代の町民男女からなる町民部会の２部

会に分かれ、第１回目の男女共同参画計画策定委員会が

行われました。国や県のデータを基に町の現状を共有し、

男女共同参画を推進するにあたって、それぞれの暮らしや

仕事をしている中での課題や気づき、行っている取組など

についての意見交換を行いました。

　第2回目は、12月頃に開催を予定しています。

第1回男女共同参画計画策定委員会

　9月5日（日）、産業会館で、初めての災害ボランティア

センター設置訓練が開催されました。この設置訓練は、

地域の方々にセンターの意義や役割について理解と周

知を図るとともに、災害ボランティアによる救援活動が

円滑かつ効率的に展開されるよう実施することを目的

としています。当日は、災害ボランティアコーディネータ

ー１０名、社会福祉協議会・役場職員による、センターの

機能の確認と実際の立ち上げ訓練を行いました。また、

区長、民生委員、主任児童委員１９名の方々にもご参加

頂き、周知活動も併せて行うことができました。

災害ボランティアセンター設置訓練

　東栄中学校出身で現在、中京大中京高校２年生の中野

知咲さんが８月２１日に長野県松本市で開催された東海

陸上競技選手権大会に４００ｍ×４のリレー選手として

出場し、見事大会新記録で優勝しました。１０月に愛媛県

で開催される、日本陸上競技選手権大会リレー競技への

出場権を獲得しました。

　中野さんは小学校４年生の時から豊橋陸上クラブに所

属し、中学生の時も県で優勝するなど活躍してきました。

今回の取材では「昨年の冬に足を疲労骨折して思うよう

な練習ができなかったが、春先から練習を再開して今回

リレーメンバーに選ばれ、大会新記録で優勝することが

できてよかった。全国大会に向けて、まずはリレーメンバー

に選ばれるように頑張りたい。」と意気込みを語りました。

　今後の活躍を期待しています。

中野知咲さん 
東海陸上競技選手権
大会400ｍリレーで優勝
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計
※税抜き

度
年
３
和
令

８
月

果
結
札
入
の

まちからのお知らせ

8

令和３年度東栄町文化祭（予定）

行事内容

①１０月３０日（土）　

　お茶の会　　 10:00～14:00  本郷荘

　囲碁の会　　　 9:00～15:30　グリーンハウス

　将棋の会　　　 9:00～15:30　グリーンハウス

②１０月３１日(日)

　町民芸能まつり　10:00～14:00　花祭会館

　東栄中学全校合唱 13:40～14:00　花祭会館

　文化講演会　　　 14:30～16:00　花祭会館

　　　　　　　　　　　講　師　金澤泰子・翔子（書道家）

③１０月３０日(土)～１１月7日（日）　９日間

　作品展示会　 9:00～17:00　Ｂ＆Ｇ体育館

　　　　　　　　　　＊随時ワークショップ開催

　オンライン形式による第29回三遠南信サミット

を開催します。 「新たなニーズに選ばれる地域へ～

アフターコロナに対応した三遠南信地域の高付加

価値化～」 をテーマとし、三遠南信地域の魅力に

ついてのパネルディスカッションなどをインターネ

ットで配信することで三遠南信地域が持つ価値

を確認し、更なる県境連携を推進すべく地域内外

へ広く発信します。

第29回三遠南信サミット2021
　　　   in東三河の開催

問合せ 教育課　　☎７６ ・ 0509

ミカワリコピー販売 （株）

（株） 田中組

亀山建設 （株）

（株） 岡村組

（有） 鈴木自動車

山佐産工 （株）

委託

工事

工事

工事

物品

物品

業種

1,550

2,400

8,050

4,450

6,999

7,760

31,209

花祭会館Wi-Fi環境構築事業

林道峯地線改良工事

林道新畑桑原線改良工事 

林道小尻平線改良工事

町営バス（小型バス）購入 

小型動力ポンプ付積載車購入

工　事　名　等 業者名等 落札金額【千円】

　東栄町から高等学校、特別支援学校高等部等に通学する生徒の保護者に対して、また私立高等学校に在籍する生

徒の保護者に対して、町から補助金が支払われます。対象者と思われる方には申請書をお送りします。

高校生への補助について

・ 対象者…

　①１０月１日の基準日において、高校等に在籍する生徒

　②基準日において対象者の保護者が東栄町に住所を

　　 有する者

・ 補助額…自宅から通学する高等学校までの公共交通

機関における定期代の約２分の 1（ただし、 豊橋市以遠

の高等学校は豊橋市の高等学校とみなします。）

高等学校通学費等支援事業補助金

・ 対象者…

　①１０月１日の基準日において、私立高等学校に在籍する生徒

　②基準日において対象者の保護者が東栄町に住所を

　　 有する者 ※ただし、基準日において、特待生又は奨学生で授業

　　 料の納付を全部又は一部を免除されている生徒は対象外です。

・ 補助額…１名あたり１学年度につき１２，０００円

私立高等学校授業料助成金

通知される申請書に学校長の証明を受け、 申請書と請求書に必要事項を記入のうえ、 東栄町教育委員

会（B&G体育館内）へ提出して下さい。

申請方法

＊コロナウイルス感染拡大の状況によっては、事業内容
　 を中止・変更させていただきます。

開催期間 １０月３０日(土)～１１月７日(日)

日 時

場 所

主 催

11月4日（木） 午後2時から

サミット特設ページよりオンライン配信

三遠南信地域連携ビジョン推進会議

（SENA）

※どなたでも視聴
　 できます。
 　申込不要です。

視聴用QRコード
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元気な地域づくり支援事業の活動をお知らせします

天文台通信

設楽城址の案内板

広報とうえい  2021.10月号9

　今年で活動3年目を迎えるウィルwillは、スポーツを

通じて、地域の子どもたちと大人が関わり合い、みんな

でその育ちを応援していくことをねらいに活動をおこ

なっています。昨年度はバスケット、ミニ野球、サッカー、

ボッチャなどをおこない、お父さん～お母さん、高校生

～小学生、20代～70代と、その参加は多様な構成と

なっています。「スポーツの可能性、無限大！あなたの

伸びしろ、無限大！」そんな言葉を合言葉に、子どもか

ら大人まで、それぞれの人生がもっとすてきになっちゃ

う！そんなみんなの出会いの場

と活動をこれからも提供してい

きます。競技未経験でもなんの問

題もありません、ぜひ！

　中設楽地区を元気で住みよい地域にするということを目

的に、地区の美化活動などの地域づくりを行う「元気城山」。

全体の活動は旧中設楽小学校のふれあい広場・ふれあいプ

ラザの美化活動、地域散策コースの要となる設楽城址周辺

の城山整備を年3回行っています。

　今年度は年3回実施している美化活動のほかに、設楽城

址の案内板の枠組みが老朽化したため新たに看板整備を

実施しました。設楽城址は鎌倉時代初期の山城の形式を残

している県史蹟です。美化活動を通して、自分たちのことは

自分たちでできる限り解決するという意識が生まれていま

す。今後は楽しみながら活動していける試みを増やしてい

ければと考えています。

元気城山

第６次総合計画 後期計画

　秋の夜空。 北天のカシオペア座の右側（南）で、

ぼんやりとした光を放つアンドロメダ大星雲を

肉眼で見ることができます。

　アンドロメダ大星雲は私たちの銀河系のお隣

の銀河。 「お隣」 と言っても宇宙での話ですから、

距離は230万光年と遠く離れた場所です。

アンドロメダ大星雲

ウィルwill

基本目標 6．　定住・交流を支えるまちづくり

　地区や団体が町道等の修繕や草刈

りなどの保全活動、町はそれらの活動

に必要な資機材の貸し出しや活動費

補助など、それぞれの力を合わせて安

全・安心な道づくりを進めてます。

協働による道づくりを進めています

＊光年 ：光が 1年で進む距離。
　 9兆4,670億㎞にも及びます。

★一緒に活動していただけるメンバーも募集中です！

設楽城址の案内板
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日
か
ら
時
間
額
９
５
５
円
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

｟現
行
９
２
７
円
か
ら
㕲㕸
円
ア
ッ
プ
｠

　

県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

｟常
用
・臨
時
・派
遣
・パ
ー
ト
ア
ル
バ
イ
ト
等
｠

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
使
用
者
は
、
適
用
さ
れ
る

最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

賃
金
が
時
間
給
以
外
で
定
め
ら
れ
て
い
る

場
合
｟
月
給
・
日
給
等
｠
、
賃
金
を
１
時
間
当
た

り
の
金
額
に
換
算
し
て
時
間
額
９
５
５
円
と

比
較
し
ま
す
。

愛
知
県
最
低
賃
金
が
時
間
額

９
５
５
円
に
改
定
さ
れ
ま
す

令
和
3
年
9
月
か
ら
求
人
申
込

窓
口
の
受
付
時
間
が
変
わ
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

　

新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所
農
業
改
良
普

　

及
課
花
き
担
当　
　

 

☎
６
２
・
0
5
4
6

　

Ｊ
Ａ
愛
知
東
新
城
営
農
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
2
2
・
2
3
0
0

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
窓
口
来
所
に
よ
る
求

人
受
付
の
時
間
を
左
記
の
通
り
変
更
し
ま
す
。

受
付
時
間 

８
時
㕳㕰
分
～
㕱㕶
時
｟
原
則
｠　Å

平

日
の
み 

土
・
日
・
祝
及
び
年
末
年
始
｟
12
月
29

日
～
１
月
３
日
｠
を
除
く

変
更
時
期 

令
和
３
年
９
月
１
日

　

㕱㕶
時
以
降
も
求
人
申
込
み
は
可
能
で
す
が
、

㕱㕶
時
以
降
は
オ
ン
ラ
イ
ン
受
付
分
を
集
中
的

に
処
理
す
る
た
め
窓
口
体
制
を
通
常
よ
り
縮

小
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
待
ち
時
間
の
縮

減
や
、
非
接
触
に
よ
る
感
染
症
対
策
を
目
的

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
求
人
申
込
の
利
用
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
左
記
Q
R
コ
ー
ド
よ

り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻
乱
用
防
止

運
動
の
実
施
に
つ
い
て

　

近
年
、
麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻
・
危
険
ド
ラ
ッ

グ
な
ど
の
不
正
薬
物
の
乱
用
が
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
大
麻
の
乱
用
に

関
し
て
は
、
「
身
体
へ
の
影
響
が
な
い
」
「
依
存

性
が
な
い
」
な
ど
の
誤
っ
た
情
報
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
流
布
さ
れ
、
近
年
、
未
成
年
を
含

●
問
い
合
わ
せ
先

　

中
部
福
祉
保
育
医
療
専
門
学
校

　
　
　
　

☎
０
５
３
３
・
８
３
・
４
０
０
０

日
｟
日
｠
、
21
日
｟
日
｠
、
28
日
｟
日
｠
、
12
月
５
日

｟
日
｠　

全
５
回
１
コ
ー
ス　

10
時
～
15
時

Å

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ
っ

て
は
、
直
前
に
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

令
和
３
年
10
月
１
日
｟
金
｠
よ
り

受
付
開
始
。
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

東
三
河
広
域
連
合

介
護
入
門
講
座
を
開
講
し
ま
す

　

介
護
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
や
技
術
を

学
べ
る
講
座
で
す
。
ご
自
分
の
た
め
、
ご
家

族
の
た
め
、
地
域
の
た
め
に
介
護
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者　

東
三
河
８
市
町
村
に
在
住
・
在
勤

の
シ
ニ
ア
の
方
｟
介
護
事
業
所
等
に
所
属
し

て
い
な
い
方
に
限
り
ま
す
｠

定
員　

㕴㕰
名

会
場　

設
楽
町
津
具
総
合
支
所
｟
設
楽
町
｠

講
師　

中
部
福
祉
保
育
医
療
専
門
学
校
講
師

内
容　

認
知
症
の
理
解
、
介
護
の
方
法
な
ど

受
講
料　

無
料

開
催
期
間　

令
和
３
年
11
月
７
日
｟
日
｠
、
14

障
害
者
職
業
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す

　

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
｟
豊
川
市

一
宮
町
｠
で
は
令
和
４
年
１
月
及
び
４
月
入

校
の
訓
練
生
を
㕱㕱
月
㕱㕹
日(

金)

ま
で
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
科
目　

①
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
科
、
②
Ｏ
Ａ
ビ
ジ

ネ
ス
科
、
③
Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
科
、
④
総
合
実
務

科(

知
的
障
害
者
対
象)

、
⑤
就
業
支
援
科(

精
神
障
害
者
・
発
達
障
害
者
対
象)

訓
練
期
間　

①
～
④
は
１
年
、
⑤
は
３
か
月

募
集
期
間　

令
和
３
年
㕱㕰
月
１
日
｟
金
｠
か
ら

㕱㕱
月
㕱㕹
日(

金)

ま
で

申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

選
考
方
法　

筆
記
試
験
及
び
面
接
試
験

選
考
日　

令
和
３
年
㕱㕲
月
㕱㕰
日(

金)

　
　
　
　
　
　
　

①
、
②
、
③
、
⑤
の
科
目　

　

令
和
３
年
㕱㕲
月
㕱㕲
日(

日)

　

④
の
科
目

令
和
３
年
度

　

小
ギ
ク
は
お
盆
や
お
彼

岸
に
仏
花
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
鳥
獣
害
を
受

け
に
く
く
、
露
地
で
小
面
積
か

ら
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
栽
培

に
必
要
な
苗
は
用
意
し
ま
す
の
で
、
小
ギ
ク

栽
培
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限  

令
和
３
年
10
月
末
日

小
ギ
ク
の
新
規
栽
培
者
を

募
集
し
ま
す

む
若
年
層
の
検
挙
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
薬
物
乱
用
に
よ
る
危
害
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
一
人
一
人
の

薬
物
乱
用
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
薬
物
乱

用
の
根
絶
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
麻

薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻
乱
用
防
止
運
動
が
全
国

で
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

県
で
は
、
運
動
期
間
中
は
県
内
各
地
で
街

頭
活
動
及
び
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
等
、
各
種
啓

発
活
動
を
展
開
し
、
県
民
の
皆
様
へ
薬
物
乱

用
防
止
を
呼
び
か
け
ま
す
。

期
間　

㕱㕰
月
１
日
｟
金
｠
～
㕱㕱
月
㕳㕰
日
｟
火
｠　
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名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
鯱
の
大
祭
典
に
出
展
し
ま
し
た

　

ま
た
、
オ
ニ
ス
タ
ー
に
よ
る
花
祭
の
P
R
と

し
て
、
会
場
内
に
設
置
さ
れ
た
盆
踊
り
風
の

や
ぐ
ら
ス
テ
ー
ジ
へ
の
出
演
、
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

の
ピ
ッ
チ
内
P
R
へ
の
参
加
な
ど
も
行
い
ま

し
た
。
東
栄
町
や
奥
三
河
に
縁
の
あ
る
方
も

参
加
さ
れ
て
お
り
、
懐
か
し
と
い
う
声
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
予
防
策
等
実
施
し
な
が
ら
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
東
栄
町

を
知
っ
て
い
た
だ
く
、
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
機
会
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

8
月
末
に
行
わ
れ
た
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
エ

イ
ト
さ
ん
に
よ
る
「
鯱
の
大
祭
典
2
0
2
1
」

に
ブ
ー
ス
出
展
を
し
て
き
ま
し
た
。
愛
知
県
の

「
お
祭
り
」
を
テ
ー
マ
に
各
自
治
体
等
の
P
R

ブ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
る
中
、
東
栄
町
ブ
ー
ス
で

は
花
祭
の
紹
介
と
し
て
パ
ネ
ル
の
展
示
、
地

元
事
業
者
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
冷
た
い

和
菓
子
の
販
売
や
冷
茶
の
ふ
る
ま
い
等
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
オ
ニ
ス
タ
ー
グ
ッ
ズ
や
お
茶
の
試
飲
パ
ッ

ク
が
当
た
る
「
ご
当
地
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
」
も
用

意
し
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
へ
は
多
く
の
お
客
様
が

来
訪
し
、
和
菓
子
や
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
の
販
売
も

ほ
と
ん
ど
完
売
す
る
な
ど
大
盛
況
で
し
た
。

ブ
ー
ス
の
展
示
や
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
の
反
響
な

ど
、
収
穫
も
多
か
っ
た
た
め
今
後
の
出
展
に

活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

 

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
７
６
・
１
７
８
０

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り
Vol.51

み
ん
な
で

 

つ
く
る
！

こ
ん
に
ち
は！

東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

認
知
症
の
方
と
接
す
る
時
の
心
が
け

私
が
で
き
る
こ
と

安
心
感
を
持
っ
て
も
ら
う

●
問
い
合
わ
せ
先   

東
栄
町
地
域
包
括

　

 

支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

☎
７
６
・
１
７
４
０

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
脳

の
変
化
に
よ
る
も
の
で
す
。
家
族
や
身

近
な
人
に
認
知
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ

た
ら
、
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
考
え
、

支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
認
知

症
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
特
に
付
き
合
い

を
変
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
認
知

症
に
な
っ
た
ら
お
し
ま
い
」
で
は
な
く
、

周
囲
の
人
々
の
理
解
と
思
い
や
り
が
あ

れ
ば
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
る
と
「
何
も
分
か
ら
な

く
な
る
」
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知

症
に
な
る
前
と
変
わ
ら
ず
、
「
う
れ
し

い
」
「
か
な
し
い
」
と
い
っ
た
感
情
は
保

た
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
方
が
う
ま

く
伝
え
ら
れ
な
い
不
安
を
理
解
し
、
温

か
い
態
度
で
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

★
健
康
な
人
の
心
情
が
さ
ま
ざ
ま
あ
る
の
と

同
じ
よ
う
に
、
認
知
症
の
方
の
心
情
も
様
々

で
す
。
認
知
症
の
人
の
苦
手
な
部
分
を
補
い

な
が
ら
、
さ
り
げ
な
く
、
自
然
に
接
す
る
、
そ

れ
が
一
番
の
手
助
け
で
す
。

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
様
々
な
年
齢
層

の
方
を
対
象
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

認知症は「じぶんごと」として

ժ出典իӨ

愛知県Ө地域包括支援חצՔ

認知症対策ಬӠ

愛知県Ө認知症施策෮ුඞ፯

・
ゆ
っ
く
り
笑
顔
で
接
し
ま
し
ょ
う
。
本
人
の

ペ
ー
ス
を
大
切
に
し
、
急
が
せ
な
い
。
相
手

の
反
応
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
聞
き
ま
し

ょ
う
。

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
す
る

・
「
ど
う
せ
分
か
ら
な
い
」
と
決
め
つ
け
ず
に

本
人
に
ど
う
し
た
い
か
を
聞
く
。

・
本
人
の
好
き
な
こ
と
や
長
年
の
習
慣
を
尊

重
す
る
。

プ
ラ
イ
ド
｟
自
尊
心
｠
を
傷
つ
け
な
い

・
子
供
扱
い
し
な
い
。

・
本
人
が
で
き
る
こ
と
を
奪
わ
な
い
。

・
ち
ぐ
は
ぐ
な
言
動
が
見
ら
れ
て
も
、
否
定

し
た
り
、
失
敗
を
叱
ら
な
い
。
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東
栄
小
学
校
の
8
月
は
、
20
日
｟金
｠

の
全
校
出
校
日
と
21
日
｟
土
｠
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
奉
仕
作
業
を
、
中
止
と
し
ま
し
た
。

　

9
月
の
運
動

会
に
向
け
、
駐

車
場
の
草
刈
り

な
ど
を
職
員
が

行
い
ま
し
た
。

猛
暑
を
避
け
、

午
前
中
や
夕
方

の
数
時
間
を
使

っ
て
作
業
を
す

る
中
、
一
日
中

作
業
を
続
け
る
強
者
職
員
も
い
ま
し

た
。
数
日
に
渡
っ
て
作
業
を
続
け
る

こ
と
に
よ
り
、
何
と
か
駐
車
場
と
し

て
使
う
こ
と
の
で
き
る
面
積
を
刈
り

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

運
動
場
の
草
取
り
は
、
2
学
期
に
入

り
子
ど
も
た
ち
と
行
い
ま
し
た
。

　

例
年
、
多
く
の
保
護
者
の
方
々
の

協
力
を
得
て
行
っ
て
い
た
作
業
で
し

た
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
、

改
め
て
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

9
月
1
日
｟
水
｠
か
ら
、
2
学
期
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
同
様
、

午
前
中
開
催
の
運
動
会
や
、
6
年
生

の
修
学
旅
行
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
行
っ
て
い
た
感
染
対
策
を
さ
ら
に

徹
底
し
、
充
実
し
た
教
育
活
動
と
な

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

８
月
２
日
｟
月
｠
、
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
、
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
た

上
で
、
宿
泊
は
せ
ず
、
１
日
日
程
で

行
い
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
田
口
高

校
鴨
山
演
習
林
で
、
実
習
の
見
学
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
、
ド
ロ
ー
ン
の

操
作
体
験
等
、
林
業
科
３
年
生
と
交

流
し
ま
し
た
。
午
後
は
、
田
口
高
校

に
移
動
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
で

普
通
科
・
林
業
科
の
２
年
生
と
交
流

し
ま
し
た
。
高

校
で
の
実
習
内

容
や
高
校
の
雰

囲
気
を
感
じ
た

だ
け
で
な
く
、

郡
内
の
中
高
連

携
中
学
の
１
年

生
と
の
交
流
と

親
睦
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

８
月
５
日
｟
木
｠
、
例
年
は
施
設
で

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
が
コ

ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
な
い
た
め
、
内

容
を
変
更
し
て
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
希
望
し

た
９
名
の
生
徒
が
参
加
し
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
、
マ
シ
バ
サ
ポ
ー
ト
さ

ん
ご
指
導
の
下
、
防
災
講
習
、
防
災

食
体
験
、
避
難
所
設
営
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
開
設
運
営
講
習
と
数
多

く
の
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
い

ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
経
験
が
で
き

ま
し
た
。

　

全
学
年
を
対
象
と
し
た
進
路
補
習
を
行
い
ま

し
た
。
原
則
１
・
２
年
生
は
４
時
間
受
講
し
て
午

後
は
部
活
動
、
３
年
生
は
６
時
間
の
学
習
後
、

希
望
者
は
更
に
約
2
時
間
自
習
を
し
て
い
ま
し

た
。
進
路
実
現
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

夏
季
進
路
補
習

保
護
者
の
協
力
の
偉
大
さ

中
高
一
貫

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

福
祉
体
験
学
習
！

草刈׉作業中

実習֭様子

福祉体験חט׻ب؞ؑ

　

林
業
科
２
年
生
が
、
名
倉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
、
大
型
機
械
を
用
い
た
施
設
管
理
を
体
験
し
ま

し
た
。
実
習
を
通
し
て
、
き
れ
い
に
整
備
を
す
る

た
め
に
は
、
知
識
と
経
験
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
の
整
備
後
、
整
備
状
況
の
確

認
を
兼
ね
て
パ
タ
ー
を
打
た
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

連
携
中
学
校
の
１
年
生
が
、
午
前
中
は
鴨
山
演

習
林
で
林
業
科
３
年
生
と
、
午
後
か
ら
は
高
校
に

場
所
を
移
し
て
２
年
生
と
交
流
会
を
し
ま
し
た
。

高
校
生
の
司
会
、
進
行
の
も
と
、
鴨
山
で
は
、
ド
ロ

ー
ン
操
縦
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
の
見
学
、
木
の

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
を
し
、
午
後
か
ら
は
、伝
言
ゲ

ー
ム
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

９
月
の
田
口
高
校　

体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
３

年
生
は
就
職
試
験
が
始
ま
り
、
進
学
希
望
者
を
対

象
と
し
た
模
擬
面
接
試
験
も
行
わ
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

●
雨
や
ド
ロ
ー
ン
の
音
に
負
け

な
い
声
を
出
し
、
操
縦
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
あ
わ

せ
て
説
明
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
。
ド
ロ
ー
ン
を

飛
ば
し
た
と
き
に
、
中
学
生
の
歓
声
が
聞
こ
え

て
嬉
し
か
っ
た
。

●
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
で
は
、
４
人
の
中
学
生
を

１
人
で
教
え
る
の
で
不
安
で
し
た
。
想
定
し
て

準
備
し
て
い
た
話
が
と
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
か
ど
う
か
気
が
か
り
で
す
。

[

生
徒
の
感
想]

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

｟前
期
:７
月
Ӽ㕱
～
30
日　

後
期
:8
月
23
～
27
日
｠

｟７
月
27
日
｠

｟8
月
2
日
｠



優
良
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
の
日
に
、
設
楽
警
察

署
内
で
の
講
習
受
講
後
｟
30
分
程
度
｠

交
付
さ
れ
ま
す
。

一
般
・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
後
に
講
習
日
を
指
定

し
ま
す
の
で
、
そ
の
講
習
を
受
講
後

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、

更
新
手
続
き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

※

警
察
署
で
の
更
新
受
付
は
、
す
べ
て

平
日
の
正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

　

秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
日
没
時
刻
が
日
増
し
に
早
く
な
る
こ
と
か

ら
、
運
転
者
に
と
っ
て
は
歩
行
者
や
自
転
車
の

動
き
が
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
夕

暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
量
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
交
通
事

故
に
あ
う
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

視
認
性
の
悪
い
夜
間
に
お
け
る
交
通
死
亡

事
故
な
ど
の
重
大
な
事
故
の
発
生
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
夜
間
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

視
認
性
を
向
上
さ
せ
、
歩
行
者
な
ど
と
の
交

通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
対
向
車
や
先
行

車
が
い
な
い
場
合
は
、
前
照
灯
を
上
向
き
｟
ハ

イ
ビ
ー
ム
｠に
し
て
適
切
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
前
照
灯
は
、
交
通
量
の
多
い
市
街
地
な
ど
を

通
行
し
て
い
る
と
き
を
除
き
、
上
向
き
に
し
て
、

歩
行
者
な
ど
を
少
し
で
も
早
く
発
見
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
対
向
車
と
行
き

交
う
と
き
や
、
ほ
か
の
車
の
直
後
を
通
行
し
て

い
る
と
き
は
、
前
照
灯
を
減
光
す
る
か
、
下
向

き
に
切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
交
通
量
の
多
い
市
街
地
な
ど
で
は
、
前
照
灯

を
下
向
き
に
切
り
替
え
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
対
向
車
の
ラ
イ
ト
が
ま
ぶ
し
い
と
き
は
、

視
点
を
や
や
左
前
方
に
移
し
て
、
目
が
く
ら
ま

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
や
カ
ー
ブ
な
ど
の
手

前
で
は
、
前
照
灯
を
上
向
き
に
す
る
か
点
滅
さ

せ
て
、
ほ
か
の
車
や
歩
行
者
に
交
差
点
へ
の
接

近
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
細
目
を
定
め

る
告
示
で
は
、
走
行
用
前
照
灯
、
す
れ
違
い
用

前
照
灯
、
そ
れ
ぞ
れ
、
夜
間
に
前
方
を
確
認
で

き
る
距
離
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

走
行
用
前
照
灯
｟上
向
き
｠ 

　
１
０
０
メ
ー
ト
ル

す
れ
違
い
用
前
照
｟
下
向
き
｠
　
４
０
メ
ー
ト
ル

　
運転免許更新のご案内

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

そ
の
先
の 

危
険
を
教
え
る

　
ハ
イ
ビ
ー
ム

夜
間
に
お
け
る
「
ハ
イ
ビ
ー
ム
」
の
活
用

ふ
る
さ
と
歌
壇

八
月
詠
草

竹
田
　
正
子

伊
藤
　
久
美

山
城
　
　
安

鈴
木
　
政
子

伊
藤
　
清
子

内
藤
　
久
代

福
田
　
幸
代

渡
辺
　
禮
子

杉
野
み
つ
子

小
石
　
直
子

と

は

猛
暑
な
る
外
に
出
ず
る
に
は
恐
ろ
し
く
部
屋
開
け
放
し
C
D
を
聴
く

懐
か
し
く
母
の
手
帳
を
見
て
い
る
と 

思
い
出
ま
で
が
よ
み
が
え
り
く
る

も
う
八
月
　
戦
い
の
為
若
く
し
て
亡
く
せ
し
兄
の
命
尊
し

麦
茶
飲
み
南
高
梅
を
頬
ば
り
て
草
と
戦
う
日
陰
さ
が
し
て

コ
ロ
ナ
禍
の
全
国
歌
会
は
紙
上
に
て
三
百
余
首
か
ら
友
の
歌
探
す

披
露
宴
　
招
待
席
に
亡
父
の
名
が
あ
り
て
今
宵
は
息
子
の
そ
ば
で

長
き
髪
結
い
上
げ
技
を
競
い
合
う
女
性
選
手
の
姿
爽
や
か

新
し
き
五
輪
競
技
に
目
を
見
張
る
十
三
歳
の
愛
し
き
ほ
ほ
ゑ
み

毎
夜
来
る
鹿
の
い
た
ず
ら
目
に
余
る
野
菜
畑
は
茎
だ
け
に
な
り

新
種
目
日
本
の
若
者
躍
動
す
波
乱
の
大
会
テ
レ
ビ
前
　
快
な
り

広報とうえい  2021.10月号13

東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

｟
自
動
車
関
連
窃
盗
｠

・
特
殊
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

0
件 

｟
5
｠

0
件 

｟
4
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
3
｠

0
人 

｟
0
｠

0
人 

｟
5
｠

5
件 

｟
42
｠

2
件 

｟
16
｠

2
件 

｟
12
｠

2
件 

｟
11
｠

2
人 

｟
13
｠

29
件 

｟
192
｠

郡 

内

Å

｟　

｠
内
は
1
月
か
ら
の
累
積

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
３
年
8
月

●
設
楽
警
察
署　

６
２
・
０
１
１
０

　

「
オ
ク
ト
ー
バ
ー
・
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー

ク
」
は
、
㕱㕰
月
１
日
～
㕳㕱
日
ま
で
の

１
カ
月
間
、
専
用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
計
測
し
た

走
行
・
歩
行
距
離
を
、
全
国
の
参
加

自
治
体
や
町
内
の
参
加
者
と
競
う

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ラ
ン

キ
ン
グ
形
式
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
、
楽
し
み
な
が
ら
毎
日
の
運
動

習
慣
を
身
に
付
け
、
健
康
づ
く
り
や

体
力
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
参
加
は
無
料
で
す
の
で
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「オクトーバー・ラン＆ウォーク2021」
  の参加者を募集します

●
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
新
城
設
楽

　

児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　

 　

 

☎
０
５
３
６
・
２
３
・
７
３
６
６

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課　

☎
７
６
・
０
５
０
９

　

愛
知
県
に
は
、
保
護
者
の
病
気
、
虐
待

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
自
分

の
家
庭
で
生
活
で
き
ず
、
施
設
や
里
親

宅
で
生
活
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
約

1
,
5
0
0
人
い
ま
す
。
里
親
制
度
は
社

会
が
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て

い
く
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
制
度
で
す
。

愛
知
県
で
は
、
里
親
に
な
っ
て
く
だ
さ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

10
月
は「
里
親
月
間
」で
す

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？



施
設
利
用
（
8
月
）

戸
籍
の
窓
口

※住民基本台帳　※単位：人

令和3年8月の利用者数施　　設　　名 8月までの累積利用者数

人
口
と
世
帯

９
月
新
着
図
書

人 口

男

女

世帯数

2,968

1,427

1,541

1,402

 −9）

−6）

−3）

−1）

転 入

転 出

出 生

死 亡

2

5

0

6

8月末日現在 前月比

交流促進センター 「 千 代 姫 荘 」

と う え い 温 泉

と う え い 健 康 の 館

グ リ ー ン ハ ウ ス （宿泊者）

体 育 施 設

336

43

7,101

278

233

790

（

（

（

（

（

（

672）

214）

12,961）

 408）

60）

1,218）

855

84

36,798

1,003

584

4,058

（

（

（

（

（

（

734）

619）

36,388）

 1,156）

77）

2,748）

営業当初からの累計利用者数　3,743,601

8月16日～9月15日受付

※（　）内は前年度同月による　　※単位 ：人

14

　大治町のマンホールデザインがマンホールカードの仲間

入りをしました。大治町のマンホールデザインには、日本

初の眼科治療院である明眼院の門と大治町で多く栽培さ

れる特産品の赤しそがデザインされています。「大治町の

さらなる発展と和を」という想いを込め、大治町が愛知県

の左上に位置することから、左上の赤しそを始まりとし

徐々に大きくなる過程を町の発展と掛け合わせています。

大治町友好自治体

納
税
等

納期限：11月 1日

●個人町県民税　　●国民健康保険料　

●後期高齢者保険料　　●保育料　　　　

●水道使用料（下水・農集排使用料含む）

●住宅使用料

●放課後児童クラブ利用料

森林体験交流センター

「スターフォーレスト御園」

（

（

（

（

●
お
悔
や
み

ひらく

●
お
誕
生

氏　名　　　　 保護者　  住　所

松平◯陽楽 靖史 下川

氏　名　　　　  年 齢　 　住 所

丸山◯久子 ９３ 振草

本田美知子 ８１ 三輪

澤田◯謙◯  ９２ 三輪

※東栄町に住所を有し、町外で出生・死亡の届出をさ

れた方も掲載対象となりますので掲載を希望され

る場合は、お早めに住民福祉課へ申し出ください。

ふらいぱんコバＱ　ナツメ社

大今良時・倉橋耀子　講談社

岩間志朗　ひさかたチャイルド

伊与原 新　 新潮社

●フライパンひとつで作る！速攻レシピ１０１

●聲の形 （上・下）

●おこめができた！

●月まで三キロ

たかてら かよ　ひかりのくに

中川ひろたか　ひかりのくに

●ゆっくとすっくＢａｄｙ　まねっこ　おかお

●こちょばこ　こちょばこ

子育て支援センター （にこにこ広場）東栄町図書室 (のき山文庫)



Tue Wed Thu Fri SatMonSun

ドレミの会
（先林・柿野）

ドレミの会
（中設楽）

10 October. 2021

行政相談

民生委員児童委員
協議会定例会

町文化祭
芸能まつり
中学全校合唱
文化講演会

町文化祭
作品展示会
10/30〜11/7

親子教室
（親子ヨガ）

個別予防接種

個別予防接種

美魔女づくり教室

ノーメディアデー

表紙の写真

　９月４日(土)に東栄中学校で

体育大会が行われました。

自己ベストを目指し全力で取

り組む生徒の姿が、グランドに

輝きました。

さわやかクラブ

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

巡回職業相談

ペットボトル等
回収日

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

広報とうえい  2021.10月号15

※カレンダーのイベント等は、新型コロナウイルス感染症の予防等により、

中止・変更になる場合があります。中止・変更の際は対象者への個別連絡

ととうえいチャンネルへの掲載で対応しますので、ご了承ください。

ペットボトル・白トレイ・乾電池回収日

イベント・事業など

ドレミの会

保健事業

ゆめ工房

学校行事

たんぽぽの会

住民健診結果
説明会

住民健診結果
説明会

住民健診結果
説明会

郡中学校
駅伝大会

へき地複式教育
研究協議会
(小学校)

小学校文化芸術
による子ども育
成事業　
オーケストラ演
奏公演

中学校
オペラ鑑賞

お仕事フェア
(2年生)
語学研修(3年生)
(中学校)

１４～１６日
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総務課　　☎７６ ・ 0501

町からの
情報をチェック！
とうえいチャンネル

東栄町公式 SNS

LINE

Facebook

Twitter

　12チャンネルで、様々なまちの情

報を配信しております。とうえいチャ

ンネルについて、お困りの方は役場

総務課までお問い合わせください。 

　町では、SNSにより、まちの身近

な話題やできごとなど、魅力的な情

報をタイムリーに発信しています。

※通信料は利用者負担です。

令和3年10月1日発行   No.742

発行 ： 東栄町役場　〒449-0292  愛知県北設楽郡東栄町大字本郷字上前畑 25

ホームページ  http://www.town.toei.aichi.jp　メールアドレス  shinkou@town.toei.lg.jp　

編集 ： 東栄町役場振興課

広報とうえい

このコーナーでは東栄町に住む人を紹介していきます。来月は、今月登場した人に紹介していただきます。

その 151

 

伊藤嘉政さんご一家

東栄町在住歴6年

（三輪）
よしまさ

歴史・伝統を知ろう

わがまちの伝統 ～花祭～ 古戸地区編

古戸花祭保存会長

佐々木経人さん

１０


